
が
様
々
な
出
来
事
満
載
。
初
恋
と

初
キ
ッ
ス
、そ
し
て
悲
し
い
別
れ
。

レ
コ
ー
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
を
手
に
し

た
夏
の
終
わ
り
、
な
ぎ
さ
は
少
し

大
人
に
な
っ
て
い
た
。

　

本
作
品
上
映
終
了
後
に
、
松
田

ま
ど
か
さ
ん
本
人
の
舞
台
挨
拶

と
、
松
田
さ
ん
主
演
で
二
〇
一
五

年
に
制
作
さ
れ
た
、
高
山
市
合
併

十
周
年
記
念
映
像
作
品
「
き
み
と

み
る
風
景
」の
上
映
を
行
い
ま
す
。

　

料
金
は
も
ち
ろ
ん
ワ
ン
コ
イ
ン

（
五
〇
〇
円
）
で
す
。
ぜ
ひ
文
化

会
館
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

九
月
十
五
日
（
土
）　

　

①
午
後
一
時
三
〇
分
～

　

②
午
後
六
時
～

　
（
二
作
品
の
上
映
と
挨
拶　

約

　

三
時
間
）

［
特
別
展　

東
海
道
五
十
三
次
展

～
叙
情
の
画
家
広
重　

不
朽
の
名

作
～
］

◇
日
時　

九
月
二
十
二
日
（
土
）

　

～
十
二
月
十
六
日
（
日
）

　

午
前
十
時
～
午
後
五
時
（
水
曜

「
岡
目
一
目
」

　

今
年
の
夏
は
猛
烈
な
暑
さ
続

き
で
始
ま
っ
た
。「
命
に
か
か

わ
る
危
険
な
暑
さ
」
と
か
「
観

測
史
上
最
高
の
暑
さ
」と
き
た
。

何
日
も
続
き
、
熱
中
症
で
死
ぬ

人
も
続
出
の
空
前
絶
後
。

　

自
然
の
冷
気
が
売
り
物
の
飛

騨
の
観
光
も
、
そ
の
前
の
大
雨

の
影
響
と
共
に
大
ダ
メ
ー
ジ
。

Ｊ
Ｒ
高
山
本
線
、
ワ
イ
ド
ビ
ュ

ー
の
運
行
停
止
も
響
い
た
。

　

確
実
に
地
球
は
お
か
し
く
な

っ
て
い
る
。
温
暖
化
ガ
ス
の
排

出
が
止
め
ら
れ
な
け
れ
ば
、
こ

れ
は
も
う
人
災
。
天
の
オ
ゾ
ン

層
が
破
れ
て
、
氷
が
融
け
て
海

水
位
が
上
が
っ
て
い
く
。

　

天
が
落
ち
て
く
る
の
で
は
と

心
配
し
た
中
国
の
杞
憂
の
故
事

は
、
い
ら
ぬ
心
配
の
例
え
で
は

な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。

　

そ
の
う
ち
に
宮
峠
が
バ
ナ
ナ

で
、
開
田
高
原
が
パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
の
名
産
地
に
な
り
、
奥
飛
騨

温
泉
郷
で
は
温
泉
の
ハ
ウ
ス
な

し
で
、
自
然
に
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ル

ー
ツ
が
山
に
実
る
。

　

こ
ん
な
冗
談
が
言
え
る
の

は
、
岐
阜
県
が
海
の
な
い
県
で

海
水
位
と
関
係
な
い
か
ら
だ

が
、
大
雨
や
酷
暑
は
山
を
越
え

て
や
っ
て
く
る
。

　

今
年
の
猛
暑
は
「
空
前
」
だ

が
「
絶
後
」
で
は
な
い
と
思
う
。

来
年
の
夏
に
備
え
て
お
こ
う
。

               

〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
催
事
案
内

道
伝
え
の
日

芭
蕉
忌
句
会
俳句
募集

　

高
山
市
文
化
伝
承
館
に
お
い
て

毎
年
開
催
し
て
い
る
「
道
伝
え
の

日
・
芭
蕉
忌
句
会
」
を
十
一
月

十
七
日
（
土
）
に
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
芭
蕉
の
命
日
（
旧
暦
十

月
十
二
日
）
に
ち
な
み
、
開
催
す

る
も
の
で
す
。

　

句
歴
な
ど
は
一
切
問
わ
ず
広
く

俳
句
を
募
集
し
、
そ
の
中
か
ら
秀

作
を
選
び
ま
す
。
審
査
結
果
は
句

会
で
発
表
す
る
ほ
か
、
広
報
「
高

山
の
文
化
」
に
掲
載
し
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

［
募
集
作
品
］

・
一
般
の
部　

兼
題
句
「
蕉
芭
忌

（
時
雨
忌
な
ど
も
可
）」
と
当
季
雑

詠
句
（
秋
・
冬
）
の
二
句

・
学
生
の
部　

当
季
雑
詠
句
（
秋
・

冬
）
を
一
句

［
応
募
方
法
］

・
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
郵
送
又
は
文
化
会
館
へ

提
出
（
メ
ー
ル
も
可
）

・
必
ず
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
記
載
（
学
生
は
、
校
名
・
学
年
も
）

・
〒
五
〇
六
‐
〇
〇
五
三　

高
山

市
昭
和
町
一
‐
一
八
八
‐
一　

（
一
社
）
高
山
市
文
化
協
会

m
ail@

takayam
a-bunka.org

［
締
切
］

・
十
一
月
一
日
（
木
）
当
日
消
印

有
効

芭
蕉
忌
句
会

◇
日
時　

十
一
月
十
七
日
（
土
）

　

午
後
一
時
～

◇
会
場　

高
山
市
文
化
伝
承
館　

　
（
城
山
照
蓮
寺
下
る
）

　

毎
月
開
催
の
映
画
会
「
ワ
ン
コ

イ
ン
シ
ネ
マ
」
九
月
の
上
映
は
、

高
山
出
身
の
女
優「
松
田
ま
ど
か
」

さ
ん
が
初
主
演
し
、
二
〇
〇
一
年

の
ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
の
子
供

向
け
映
画
部
門
で
グ
ラ
ン
プ
リ
を

受
賞
し
た
「
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
Ａ
」
で

す
。

　

こ
の
映
画
は
、
村
上
も
と
か
氏

の
同
名
漫
画
を
原
作
に
、
十
二
歳

の
多
感
な
少
女
な
ぎ
さ
の
ひ
と
夏

の
体
験
を
綴
っ
た
青
春
ド
ラ
マ
で

す
。

［
Ｎ
Ａ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
Ａ 

あ
ら
す
じ
］

　
舞
台
は
一
九
六
〇
年
代
の
江
の

島
。
な
ぎ
さ
は
、
レ
コ
ー
ド
プ

レ
ー
ヤ
ー
を
手
に
入
れ
る
た
め
に

始
め
た
バ
イ
ト
で
不
良
少
女
と

知
り
合
う
。
彼
女
に
感
化
さ
れ
、

パ
ー
マ
を
か
け
ア
メ
車
で
ダ
ン
ス

パ
ー
テ
ィ
に
出
か
け
た
り
、
東
京

帰
り
の
金
持
ち
美
少
女
に
意
地
悪

さ
れ
た
り
、
東
京
か
ら
来
た
病
弱

な
少
年
と
知
り
合
っ
た
り
、
毎
日

　

休
館
）

◇
会
場　

光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◇
料
金　

入
館
料
が
必
要

［
生
誕
百
十
年
記
念　

山
崎
大
抱

展
～
書
の
精
神
性
を
知
る
～
］

◇
日
時　

九
月
二
十
七
日
（
木
）

　

～
十
二
月
十
六
日
（
日
）

　

午
前
十
時
～
午
後
五
時
（
水
曜

　

休
館
）

◇
会
場　

光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◇
料
金　

入
館
料
が
必
要

［
第
四
十
四
回
高
山
写
真
ク
ラ
ブ

　

写
真
展
］

◇
日
時　

九
月
二
十
八
日
（
金
）

　

～
三
十
日
（
日
）

　

午
前
九
時
～
午
後
六
時
（
最
終

　

日
午
後
五
時
ま
で
）

◇
会
場　

文
化
会
館
二
階

◇
入
場
無
料

［
飛
騨
書
道
連
盟　

会
員
展
］

◇
日
時　

九
月
二
十
九
日
（
土
）・

　

三
十
日
（
日
）

　

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
五
時

　
（
最
終
日
午
後
四
時
ま
で
）

◇
会
場　

文
化
会
館
四
階

◇
入
場
無
料

［
ヤ
マ
ハ
英
語
教
室　

パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
シ
ョ
ー
］

◇
日
時　

九
月
三
十
日
（
日
）　

　

午
後
二
時
～

◇
会
場　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◇
入
場
無
料

ワ
ン
コ
イ
ン
シ
ネ
マ

「
N
A
G
I
S
A
」を

上
映
９
月
15
日（
土
）
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爆笑寄席！

高山市文化芸術鑑賞事業 ○主催　 高山市・（一社）高山市文化協会　○お問い合わせ　（一社）高山市文化協会（tel.0577-34-6550） mail @takayama-bunka.org

午後7時開演
午後6時30分開場火11

平成30年 6
丹生川文化ホール
高山市丹生川町町方１

〔一般〕2，500円
〔メセナメイト会員〕2，000円
〔ジュニア（18才以下）〕 500円

 9月1日（土）午前10時～
高山市民文化会館    tel.0577-33-8333　
丹生川文化ホール　　tel.0577-78-2468
http://www.takayama-bunka.org

チケット料金（税込）

全席指定

チケット発売

プレイガイド

宇梶剛士、山崎銀之丞、市川猿弥

トム・プロジェクトプロデュース

2
0
1
4
年
に
上
演
し
た
女
三
人
芝
居

「
淑
女
の
ロ
マ
ン
ス
」が
お
じ
さ
ん

ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
甦
る
！

可
笑
し
く
て
、切
な
く
て
、

哀
感
満
ち
た
爆
笑
喜
劇
。

午後7時開演
午後6時30分開場水11

平成30年 14
高山市民文化会館 小ホール
高山市昭和町1丁目188-1

〔一般〕2，000円
〔メセナメイト会員〕1，500円
〔ジュニア（18才以下）〕 500円

 9月8日（土）午前10時～
高山市民文化会館    tel.0577-33-8333　
http://www.takayama-bunka.org

チケット料金（税込）

全席指定

チケット発売

プレイガイド

※未就学児の入場不可

午後6時45分開演
午後6時15分開場木11

平成30年 29
久々野公民館ホール
高山市久々野町久々野1505番地4 

〔一般〕2，000円
〔メセナメイト会員〕1，500円
〔ジュニア（18才以下）〕 500円

 9月22日（土）午前10時～
高山市民文化会館    tel.0577-33-8333　
久々野公民館　　　　tel.0577-52-3112
http://www.takayama-bunka.org

チケット料金（税込）

全席自由

チケット発売

プレイガイド

林家きく麿
柳家小せん
坂本頼光

林家きく麿
柳家小せん
坂本頼光

林家きく麿
柳家小せん
坂本頼光

林家きく麿
柳家小せん
坂本頼光

林家たい平
テツ andトモ

稲垣潤一
コンサート2018
Junichi Inagaki

Photo:Hiro OTSUKA

午後7時開演
午後6時開場金10

平成30年 12
高山市民文化会館大ホール
高山市昭和町1丁目188-1

〔一般〕6，000円〔メセナメイト会員〕5，500円
〔ジュニア（18才以下）〕 3,000円
高山市民文化会館   　　　 tel.0577-33-8333　
飛騨市文化交流センター　　tel.0577-73-0180
http://www.takayama-bunka.org

チケット料金（税込）

全席指定

プレイガイド

和製シティ・ポップスの代表格である稲垣潤一。
昨年デビュー35周年を迎え、輝き続けるレイニーボイスで
大人のラブ・ソングをお届けします。

※未就学児の入場不可

午後7時開演
午後6時15分開場土9

平成30年29
高山市民文化会館大ホール
高山市昭和町1丁目188-1

〔一般〕3，500円〔メセナメイト会員〕3，000円
〔ジュニア（18才以下）〕 1,000円
高山市民文化会館   　　　 tel.0577-33-8333　
飛騨市文化交流センター　　tel.0577-73-0180
http://www.takayama-bunka.org

チケット料金（税込）

全席指定

プレイガイド

※未就学児の入場不可

秋川雅史with
オーケストラ・アンサンブル金沢高山公演

飛
騨
地
域
の

バレエ
教
室
の
子
ど
も
達
、

合
唱
団
体
、太
鼓
団
体
も
参
加

チケット
好評販売中

チケット
好評販売中

男の純情演劇

落　語

落　語

活弁士

～なつかしの昭和時代～ 歌まねあり！　昭和歌謡落語あり！

大河内傅次郎、片岡千恵蔵ら銀
幕のスターがよみがえる！


